
様式１（小・中）

【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和２年度学校評価 中間評価

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容 成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●全職員による共通理解と共通実践 ●学力向上対策評価シートに示したマ
イプランの成果指標を達成した教師８
０％以上

・学力向上対策委員会を年に２回開催し、
教職員間でマイプランを共有するとともに、
校内研修等により取組の促進を図る。 B

・マイプランの成果指標の達成に向けて計画的に実践できたと自
己申告する教師は、「とてもそうだ」「だいたいそうだ」を合わせる
と全体の８１％。
・学力テストが未実施のため、学力向上対策委員会を開催できて
いない。（2学期実施）

B

・マイプランの成果指標の達成に向けて計画的に実践できたと自己申告する教
師は、「とてもそうだ」「だいたいそうだ」を合わせると全体の８１％。
・学力向上対策委員会は、1回開催。各学年で傾向や対策を検討し、共通理解
を行った。 A

・学力向上対策委員会を開催し、さらに取り組みの推進を図ってもら
いたい。
・取り組みの数値目標が達成されていてよい。

松江
（学力向上コーディネー
ター）

○基本的学習習慣の取り組み
　・授業中の学習習慣の定着
　・「家庭学習の手引き」を活用し、家
庭との連携を図りながら定着と充実を
図る。

〇基本的な学習習慣の定着と家庭学
習ができた児童の割合を90％以上に
する。

・主体的・対話的な深い学び（アクティブ・
ラーニング）の視点からの学習課題や授業
改善を図る。
・家庭学習ノートを学年に応じた指導を行い
全学年で実施する。家庭との連携を図りな
がら全職員による指導・徹底に取り組む。 B

・学習習慣の定着について9月実施のアンケート調査で「できた」
と答えた児童は93％と定着が図られている。
・低学年よりラーニングピラミッドを意識した授業改善も必要であ
る。意図的・計画的に「話し合い・体験・グループ活動など」を授業
の中で取り入れた授業改善を図っていく。 A

・2月に実施した学習習慣の定着についてのアンケート調査では、肯定的に回
答した児童は88%であった。また学習用具の準備や学習ルールについては93%
の定着率であった。
・算数科の年間の単元テストの結果では、1年94%、2年81%、3年86%、4年81%、5
年76%、6年85%と全学年全国平均を上回っていた。授業の改善や家庭学習ノー
トも取り組みの成果がでている。
・ＣＲＴや県の学習状況調査の結果では、全国や県平均と比べて下回ってい
た。学習定着率や活用力が低かったと考えられ課題である。そのためにもラー
ニングピラミッドを活用した更なる授業改善に取り組む必要がある。

A

・落ち着いた学習態度・意欲はよく形成されている。
・鉛筆の持ち方等、さらに指導したほうが良い。
・引き続き、改善点の解決を図り具体的取り組みの達成に努めてほし
い。
・一人一人、違う家庭環境であるので学習面に関しても家庭との連携
は今後さらに必要。
・課題の把握に基づいた授業改善の取り組みは評価できる。

松永（学習部部長）

○ICTを活用した教育の推進
　・電子黒板、タブレットの活用状況を
向上させる。

〇教師のICT機器の利用率を８０％以
上にする。
〇タブレットを活用したドリル学習の実
施率を前年比＋10%にする。

・学力向上対策の重点項目の一つと位置づ
け、定期的な活用状況の把握及び各種研
修等を通して、教師のICT利活用意欲と技
術の向上を図る。 B

・電子黒板の利用率は高い水準である。ただし、「STUDY
NOTE」を用いた授業は、学級の半分も実施できていないので今
後も引き続き研修会を実施していく。
・ドリル学習の実施率は前年度よりも確実に高くなっている。今後
は、クラウド版の集計結果を参考にしていく。

A

・電子黒板の利用率はどの学級でも高い水準で活用されている。新タブレット
導入の際には研修会を行った。今後研修を重ねることで活用率を上げていき
たい。
・タブレット切り替えで前年比データが集計できていないが、意欲的に活用でき
ている。家庭学習としてドリル学習に取り組んでいる学級もある。

A

・プレゼンテーション力を高める必要がある。
・「STUDY　NOTE」の有効活用をさらに推進してほしい。
・先生方が積極的に研修会を開き、授業の工夫に努めている。
・ITや携帯電話は便利な反面、使い方を間違えると心配な面もある。
モラル教育の充実を図っていただきたい。

山口将（ICT教員担当）

◎児童生徒が、自他の生命を尊重す
る心、他者への思いやりや社会性、倫
理観や正義感、感動する心など、豊か
な心を身に付ける教育活動

◎教職員が、学校行事や日頃の生
活、道徳の授業を通して、子どもの豊
かな心の育成に結びつくような学習や
活動の工夫に努めている。

・内容項目を確認して確実な授業の実施を
行う。
・教室の学習の足跡掲示コーナーに道徳の
学習の足跡も定期的に掲示する。 B

・全教職員が、豊かな心の育成に結び付くような学習や活動の工
夫に努めたという項目に、とてもそうだもしくはだいたいそうだと回
答している。最終的に、確実に内容項目すべてを実施したかの確
認を行う。
・教室に、道徳の足跡コーナーを作って日頃の道徳授業のふりか
えりを掲示しているクラスは少なかったので、呼びかけをしていき
たい。

A

・豊かな心の育成に結び付くような学習や活動の工夫に努めたという項目に、
とてもそうだと答えた教職員の数が中間評価よりも２３％増えた。
・どのクラスも、内容項目を確実に実施することができた。
・全クラスではないが、道徳の足跡コーナーを提示しているクラスがあり、児童
の豊かな心の育成に結び付いていると感じる。

B

・全ての教職員が「豊かな心の育成」に一致して取り組んでいるとこ
は素晴らしい。
・道徳性や社会性が身についていると感じる。 溝口

（道徳教育推進教員）

●いじめの早期発見、早期対応体制
の充実
　・アンケートの実施と活用
　・人権教育の充実
　・教育相談の実施と対応

○ 学校で安心して楽しく過ごせている
という児童の意識を９０％にする。

・ 毎週１回「気になる子」報告会を行う。
・ いじめアンケートや心のアンケートを実施
して状況把握をし、いじめにつながる可能性
がある事案でも対応にあたる。
・ いじめ対策委員会において、具体的対応
策を協議し、全職員で共通理解して指導・支
援にあたる。

A

学校で安心して楽しく過ごせていると肯定的な回答をしている児
童が全体の９３％であり、目標値を上回っている。各学級で差別
等を許さない人権教育を実践したことやアンケートを実施した上
で、教育相談を実施したこと、また、日々、気になる児童の見守り
や対応をこまめに行ってきたとが有効であったと考えられる。しか
し、現在でも気になる児童がおり、今後の人間関係に変化が生じ
る可能性もあるので、引き続き児童一人一人を見守り、適切な対
応や指導を行っていきたい。

A

学校で安心して楽しく過ごせていると肯定的な回答をしている児童が全体の９
1％であり、目標値を上回っている。各学級で差別等を許さない人権教育を実
践したことやアンケートを実施した上で、教育相談を実施したこと、また、日々、
気になる児童の見守りや対応をこまめに行ってきたとが有効であったと考えら
れる。しかし、中間評価の時より肯定的回答が２％減少しており、気になる児童
が増加したことになるので、引き続き見守り、適切な対応や指導をして次年度
に持ち越さないようにしたい。

A

・安心して楽しく過ごしているという児童の意識が高い。
・日々気になる児童の支援や対応が細やかに行われている。
・引き続き、継続して児童の見守り・指導をお願いしたい。

溝上（生徒指導主任）
大古場（人権・同和教育担当）
桑原（教育相談担当）

○異学年活動の充実
　・縦割り班活動の充実

○わんぱく班・クラブ活動・青空教室・
児童集会等において（上学年：相手を
思いやり、協力することの大切さを理
解し、行動しようとする児童　下学年：
相手を思いやり、協力することの楽しさ
を感じる児童）を
８０％以上にする。

・出番・役割・承認のサイクルを意識した活
動や場を仕組む。
・異学年交流の場を年間計画の中に位置づ
け、上学年と下学年が積極的に関わる活動
を意識して仕組む。

B

・学校生活アンケートで異学年活動を協力して楽しくできたの割
合が、「できた・だいたいできた）を合わせると９４％の児童が協力
しそれを楽しく感じることができていた。コロナ感染防止のため、
活動が中止になったり制限がかかったりしているが、新しい異学
年活動の形を模索し、目標達成に努めたい。

A

・学校生活アンケートで異学年活動を協力して楽しくできたの割合が、「できた・
だいたいできた」を合わせると９４％であり、児童が協力しそれを楽しく感じるこ
とができていた。縦割り活動のリーダーとなる6年生に至っては９９％の児童が
異学年活動に楽しさや大切さを感じている。コロナ感染防止のため、活動が中
止になったり制限がかかったりしたからこそ、可能な形で行われる異学年活動
が子どもたちにとって貴重なものとなったと考えられる。

A

・異学年活動に協力し、楽しめているという児童が多い。
・新型コロナウイルス感染症の対応で交流が中止や制限されたが、
緩和されてきたらぜひ、実施してほしい。
・子どもたちに接し、「持ちこたえる力」「乗り越える力」がやや不足し
ていると感じる。学校・家庭・地域で育むことができればと考えてい
る。

穴井
（児童活動部部長）

○特別支援教育の充実
　・保護者や専門機関との連携

○児童との関係を大切にした相談活動を充
実する。
・会議の報告をして、職員で共通理解を図
る。
・情報交換を行う。

・計画的、定期的に会議（支援会議、気になる子の報告、ス
マイル会議、巡回相談等）を実施し、児童の実態把握、関
係機関との連携を協議し、支援体制を構築する。 B

・会議の報告は随時行っているが、全職員で共通理解ができて
いるとはいえない。
・情報交換は心がけて行うようにしている。今後も
支援が必要な児童への支援を早めに考えていく必要がある。

A
・児童支援について話し合ったことについては、報告をしてきた。その都度、職
員の共通理解のもと支援体制も整えることができた。
・情報交換や相談などから、早めに児童支援に取り組んでいく必要がある。医
療機関や市の発達支援室など外部機関との連携が重要になってくる。

B
・成果指標の達成に向けて引き続き努力していただきたい。
・保護者との連携もさらに充実させていただきたい。 永石

（特別支援部部長）

❶「望ましい生活習慣の形成」
❷「望ましい食習慣と食の自己管理能
力の育成」

❶「早寝、早起き、朝ご飯」等の基本的
な生活習慣の習慣化ができている児
童を80％以上
❷「健康に食事は大切である」と考える
児童90％以上

❶生活習慣チェックシートなどを活用し、睡
眠や朝食喫食、テレビ視聴やゲームの時間
設定の啓発を行う。また、学校だよりや学年
通信等で基本的な生活習慣の習慣化につ
いて定期的に啓発する。
❷各学年の指導目標を実現できるよう意識
して指導する。

A

・９月の１学期振り返りアンケートのおいて「早寝、早起き、朝ご
飯」ができていると回答した児童は87％であった。
・９月の１学期振り返りアンケートのおいて「健康に食事は大切で
ある」と考えている児童は98％であった。
・８月に学校保健委員会を実施し、各学級の指導に生かせるよう
に、その内容を全職員に周知した。

A

・２月の振り返りアンケートにおいて「早寝、早起き、朝ご飯」ができていると回
答した児童は92％であった。
・２月の振り返りアンケートにおいて「健康に食事は大切である」と考えている児
童は98％であった。
・保健指導が必要な児童においては、冬休み等に個別に指導を行った。
・学校だよりや保健室前の掲示板を活用し、生活習慣の習慣化に向けて啓発
を行った。

A

・忙しくなった家庭。子どもと一緒に食事をつくったり、囲んだりする時
間がとれているだろうかと心配もある。地域も協力できることはない
か模索したい。

柴村
（保健体育部部長）

〇体育的行事の充実
　・体育、健康、保健に係る教育の推
進

〇体力向上に関する子ども一人一人
の学びの充実を大切にしようとする教
員８０％以上

・日々の体育の授業を中心にして、大縄トラ
イアルやスポーツフェスタなど体を動かすこ
との心地よさに触れさせる機会を設定し、体
力向上の推進を図る。
・計画的、定期的に体力向上に関する 取り
組みを実施し、学級指導に活用する。

B

・９月の１学期振り返りアンケートにおいて「体力向上に関する子
ども一人一人の学びの充実を大切にすること」ができていると回
答した教員は95％であった。
・今年度は必ず実施ではなかったが、２～６年生で体力テストを
行った。今後その結果を各学級に戻して学級指導に活かしてもら
う予定。スポーツフェスタについては今年度の実施はできていな
いが今後の動向次第で実施する。

A

・2月の振り返りアンケートにおいて「体力向上に関する子ども一人一人の学び
の充実を大切にすること」ができていると回答した教員は91％であった。
・体力テストの結果を全クラスに戻し、課題のある種目については、今年度中
に再度検査をしたり、能力を高めるための運動を取り入れるように提案した。ま
た、２学期にスポーツフェスタを３度行い、全校児童への運動の機会を設定す
ることができた。

A

・「早寝早起き朝ごはん」の意識が高く、保護者にも浸透していると考
えられる。「食事」の大切さを意識している児童の割合が高くよい。

柴村
（保健体育部部長）

〇防災教育の充実 ①子どもの生活アンケートの防災関連
項目について、「わかる」「できる」「知っ
ている」が80％以上。
②水難危険個所等の防災上重要な箇
所の職員による把握が１００％

・月に1回の緊急放送訓練の実施（児童向
け）
・全校朝会での防災に関する説話（児童向
け）
・佐賀豪雨に関する写真等の掲示
・危険個所の把握に関する研修（職員向け）
・危険個所の実地確認（職員向け）

B

当初の計画通りほぼ進めることができた。児童対象の防災関連
アンケートの結果「わかる」「できる」「知っている」が平均では９
６％を超えたが、項目によっては低いものもあった。防災行動の
科学的根拠を学年に応じて指導していかなければならない。また
オンラインを活用しての防災教育も試みた。

B

・児童の意識調査では、防災関連のアンケートでは前回比較的低かった項目
も高い数値が出た。火災及び地震の避難訓練では所在不明児童が出たという
新しい想定での訓練ができ、より実践に近い形で行えた。一方で、写真の展示
や全校朝会での訓話に関しては十分にできなかった。 A

・今後地域の防災訓練に子どもたちが参加できる取り組みを地域で
も行いたい。
・アンケートで児童の認識が低かった項目の理解度を深めることを含
め、防災教育に取り組んでほしい。
・どんな災害があるかわからない時代に備えて、訓練は必要。

松尾博
（防災教育担当）

●業務効率化の推進と時間外勤務時
間の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在
校等時間の上限を遵守する。

・会議資料等早めの配布をし、会議時間の
短縮を図る。
・事務職員の支援体制。校納金・服務関係
帳簿の点検等を毎月末に行う。

B
・教務主任と連携し、会議資料の集約を早めに行い、全職員が事
前に目を通すようにしたことで、短時間で要点を絞った協議がで
きた。
・帳簿点検を毎月末に行うことができた。

A
・2学期より、「校内働き方改革委員会」を実施し、業務に係る課題を洗い出し、
可能なところから改善を図った。小会議の持ち方などの計画を見直し、業務時
間の見通しを持ちやすくした。
・帳簿点検を毎月末に行うことで記載のミスが減少した。

A
・会議時間の短縮に工夫している点が良い。
・先生方の健康面も大切にしていただきたい。

教頭・事務長

○教職員の働き方に対する意識改革
を行い
　タイムマネジメント能力の育成を図
る。

○タイムレコーダーを活用し教職員の
勤怠管理を行い、会議や業務の効率
化を進めながら前年度同月比ー5％に
する。

・月の前半の残業時間を伝え、月後半の見
通しを持たせる。
・毎月の「業務チェックシート」で勤務時間の
課題を確認する。 B

・月半分の時間外勤務時間を各職員に伝え、毎月の業務改善の
意識づけにつなげることができた。
・業務チェックシートが形骸化しているので、「校内働き方改革委
員会」を通して改善を図りたい。 B

・月半分の時間外勤務時間を各職員に伝え、毎月の業務改善の意識づけにつ
なげることができた。時間外勤務時間は、前年比と大きく変化はなかったが、
勤務終了時刻や定時退勤日を意識する職員が増えてきた。時間外勤務時間
のさらなる減少を図るために、次年度に向けて行事精選の計画を立てることが
できた。

A

・先生方の業務が多くて大変そうです。少しでも軽減できるように工夫
してほしい。
・タイムカードなどの導入で、教職員に業務改善の意識づけが図られ
ている。

教頭・事務長

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標

（数値目標）
進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

◎学級経営の充実
◎児童一人一人が期間、行事などの
際に目標の実現を図る。

※（各学級の経営方針による） ※（各学級の経営方針による） B
・学級経営案の目標に向けて、計画的に実践できたと回答した教
員が「とてもそうだ」（7％）「だいたいそうだ」（９３％）だった。児童
の「自ら考え判断する」力の育成が今後の課題である。 A

・学級経営案の目標に向けて、計画的に実践できたと回答した教員が「とても
そうだ」（２９％）「だいたいそうだ」（７１％）だった。「児童の主体的・対話的で深
い学び」の授業実践や授業づくりの教師の資質向上が今後の課題である。 A

・全ての先生が、学級運営の充実に向けて、計画的に運営されてお
り、今後の課題も明確に把握されていて高く評価できる。

学級担任

○花まるタイムの工
夫改善と定着

○花まるタイムの指導方法の改善と
定着
（地域との連携→郷土を誇りに思う心
の育成）

○花まるタイムの取り組みについて肯
定的な回答をする児童と地域の方々８
０％以上。

・花まるタイムに関する職員研修の実施。
・地域の方と児童の交流している姿をHPや
掲示板を使って取り上げ、地域の方の花ま
るタイムへの意欲を上げる。
・地域の方をGT活用（地域との連携）

B

・児童にとったアンケートでは、肯定的な回答をする児童が７４％
であった。（おおむね達成）
・花まるタイムの職員研修を行うことができていないが、花まるの
先生と日程と内容を決めて今後行う予定。
・今年度はコロナウイルス感染症対策のため、花まる支援員方と
交流している姿を取り上げることができていないが、今後は緩和
されてから行う予定。
・地域の方のGT活用は、コロナウイルス感染症対策のため今年
度は、まだ実施できていない。

B

・児童にとったアンケートでは、肯定的な回答をする児童が75％と目標に届くこ
とができなかった。
・花まるタイムに関する職員の研修を行うことはできなかったが、6年生では、
外国語の授業で花まる学習のプリントを使ったり、4年生では漢字の定着を図
るために花まるタイム中に作成されたプリントを使うなど花まるタイムの問題を
使った指導法の改善が行われた。
・新型コロナウイルス感染症対策の観点から花まる支援員を活用することがで
きなかった。
・地域の方のGT活用は、3年生や4年生が行うことができた。

A

・コロナで花まる支援ができず残念。やはり地域と学校のつながりは
大切。地域の方々も期待している。
・花まる支援員が、支援に入れなかった分、先生方の配置を工夫して
いてよかった。
・花まるタイムにやや否定的な2割の児童の原因を分析して、対策を
講じることが望ましい。
・花まる支援員が支援に入れるようになった後に、支援員にもアン
ケートを実施し、改善事項があれば、見通しや対応策を講じる必要が
ある。

中村
（官民一体型学校推進）

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

●業務改善・教職員の
働き方改革の推進

●心の教育

●健康・体つくり

主な担当者
中間評価 最終評価 学校関係者評価

学校名 武雄市立武雄小学校

４　重点取組内容・成果指標

●学力の向上

重点取組
具体的取組

５　総合評価・

　　次年度への展望

・学力向上・・・・一人一台タブレットPCという恵まれた環境を生かし、学力の向上につながる授業改善を行う。家庭との連携を通して、家庭学習のさらなる充実を目指す。
・道徳教育の充実・・・・「豊かな心を育てる教育の推進」を目指して、道徳の授業を含め教育活動全般を通して育成する教育課程の編成が必要である。
・特別支援教育・・・・・すべての教職員が研修を深め、児童の実態に即した対応力を身に付ける。引き続き、関係機関との連携を図る。
・教職員の資質向上「学ぶ集団」・・・・学校目標達成に向けてそれぞれの教職員が明確なビジョンを持ち、情報を共有しながらともに育ちあう教師集団を目指す。

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

主な担当者重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

１　前年度

　　評価結果の概要

・特別支援教育では、支援の「見える化」や各関係機関との連携が効果的に図れ、効果を上げることができた。

・「働き方改革」については、業務削減や会議時間の短縮ができ、退勤時間も早くなってきた。職員一人一人の意識改革もでき、一気に解決はできないが、業務の効果的な推進に努力することができた。

・学力向上については、ICTの効果的な利活用や学習指導の工夫をさらに研修し、結果を追求する必要がる。教職員の資質向上のための手立ても課題である。

・「いじめ防止対策委員会」「スマイル会議」を通して、子どもたちの安心安全を確保する取り組みを進めることができた。次年度は、さらに計画的に効果的に進めたい。

２　学校教育目標 自ら考え、正しく判断し、やり抜く、人間性豊かな児童の育成

３　本年度の重点目標
・官民一体型学校「武雄花まる学園」を活用した地域の学校づくり　～進化（郷土を誇りに思う子ども）～

・新学習指導要領に対応した教育活動の実施


